
万博向け⾞両管理システム運⽤簡易マニュアル



W e b U R L 一覧

●万博システム
https://www.osaka-construction-vehicle.jp/bnpk/login

●Buildee
https://buildee.jp
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全体/工区
統括管理者

現場管理者 協⼒会社

⽉次処理
(毎⽉10日まで)

・概算台数確認(P.5-6)
→各現場で積算された

⾞両数の確認を⾏う

・概算台数⼊⼒(P.4)
→各ルートからの流⼊数・

流出数の翌⽉の概算を⼊⼒
週次処理
(毎週水曜日まで)

・⾞両台数確認(P.9-10)
→各現場で積算された

⾞両数の確認・承認を⾏う

・⾞両予定承認(P.8)
→⾞両予定の台数確認と共に

承認作業を実施

・⾞両予定⼊⼒(P.7)
→⾞両の詳細な予定の⼊⼒を

システムから⾏う
週次処理
(週次締め後)
※⽊曜日に⾏う

・⾞両台数調整(P.14)
→各現場で積算された⾞両数で

上限台数を越えている
ルート・日時の調整を指示

・⾞両台数調整(P.11-12)
→各現場で積算された⾞両数で

上限台数を越えている
ルート・日時の調整を⾏う

・⾞両予定変更
→指示された予約に対して

予約の変更を⾏う

当日（出発）まで ・例外処理承認(P.13)
→上限数を超過しない範囲で

例外予定の承認を⾏う

・⾞両番号⼊⼒確認(P.15)
→⾞両番号の⼊⼒漏れを

協⼒会社へ連絡する

・⾞両番号⼊⼒（P.15）
→搬出⼊を⾏う⾞両が決定次第、

⾞両番号の⼊⼒を⾏う
・例外処理(P.19)
→緊急の予定を⼊⼒する

当日 ・状況確認（P.16-18）
→当日の状況を監視する

・状況確認（P.16-18）
→当日の状況を監視する

翌日・翌⽉ ・エラー内容確認
→工区内で発生した

⾞両の違反内容を確認

・エラー内容確認
→現場で発生した

⾞両の違反内容を確認

各担当者と⽇別に⾏う作業の⼀覧



概算台数⼊⼒〜〜⽉次処理〜〜

①csv登録画面タブクリック後、
②⽉間⾞両台数⼊⼒csvをダウンロード

前⽉１０日までに概算台数の⼊⼒を現場管理者が⾏う

②ダウンロード後、
各ルートからの流⼊出⾞両台数の概算を⼊⼒

⼊⼒したファイルを
③アップロード

運⾏台数集計画面を開いて⼊⼒した値が
反映されていることを確認
（概算台数は括弧内の数値）

アップロード後、
④運⾏台数集計画面タブを
押下して運⾏台数集計画面を開く

4

本ファイルに記載する値は
「北ルート一般流⼊」であれば
北ルート一般を経由して現場に⼊場する⾞両の台数
時間帯の選択は現場への⼊場する時間とする
9:15に現場⼊場予定であれば
9時台の流⼊へ台数を加算する
流出も同様

作業対象者︓現場管理者

１

２

３

４



55

⾞両台数確認〜〜⽉次作業〜〜

⽉次締め１０⽇以降に⾞両台数の確認を⾏う

5

作業対象者︓工区統括

台数超過日時一覧から超過日時ルートを確認
混雑している日時でデータを確認
⼊⼒ミスがありそうな現場があれば通知
なければ全体的に混み合う日時ルートとして周知

工事業者上限調整にカーソルを合わせて
工区統括用⽉間概算台数確認をクリック



①工事業者上限調整にカーソルを合わせて
全体統括用⽉間概算台数確認をクリック

66

⾞両台数確認〜〜⽉次作業〜〜

⽉時締め１０⽇以降に⾞両台数の確認を⾏う

6

作業対象者︓全体統括

台数超過日時一覧から超過日時ルートを確認
混雑している日時でデータを確認
⼊⼒ミスがありそうな工区があれば通知
なければ全体的に混み合う日時ルートとして周知
日程として全体超過している場合は
時間帯での調整が難しいため、
工程の⾒直しも含めて検討をするよう通知する

１



③ マークが付いてる項目を全て⼊⼒

⾞両予定⼊⼒〜〜週次処理〜〜

ゲート予定を押下

前週○曜⽇までに⾞両の予定⼊⼒を協⼒会社担当者が⾏う
⾞両の⼊場日を選択 ※連日同予定を⼊れる場合は

開始日と終了日を記載

⾞輛⼿配業者を選択

職⻑を選択

⼊場予定ルートを北(高速)/北(一般)/中央/南から選択

⼊場ルートと同様に選択

⼊場予定ゲートを選択
※各現場のゲートではなく、万博敷地への⼊場ゲート

搬⼊か搬出を選択

⾞種を記載
⼊場予定⾞両台数を選択 ※P.15参照(⼊⼒は当日出発前まで)
「⾞両ナンバーを登録」押下で⾞両ナンバー⼊⼒可能

生コンクリート及びアスファルトの場合はチェック
それ以外は自由記述で記載

⼊場時刻〜退場時刻で予定を１５分刻みで選択
例）9:00〜9:45 等

担当する元請の担当者を選択

元請担当者の連絡先を記載

新規作成を押下

⼊⼒が完了後、
④「登録」を押下

⼊⼒内容が反映されていることを確認
※台数、荷種、時間等

7

○予約ステータスについて（工区統括管理）
受付中︓⾞両管理システムに送信された状態
受諾︓⾞両管理システムで許可された状態
拒否︓⾞両管理システムで拒否された状態

※予定の日時変更が必要

作業対象者︓協⼒会社担当者

１

２

３

４



○ステータスと受諾状態の違い

ステータス…
Buildee上の承認ステータス
現場管理者による承認状態
本ステータスを承認済に
変更することで万博システムへ
データが送信される

受諾状態…
万博システム上の承認ステータス
工区統括による承認状態
本ステータスが受諾であれば
建設局システムへ連携される

全予約の一⻫承認を
⾏いたい場合は
ここにチェック

選択項目を承認を
クリック後、
②承認クリックで
承認可能

8

⾞両予定承認〜〜週次処理〜〜 作業対象者︓現場管理者

１

２
①承認を⾏いたい予定の未承認をクリック
②承認ボタンクリックで予約の承認が可能
③承認済に変わったことを確認

３

前週⽔曜⽇までに⼊⼒された⾞両予定を現場管理者が承認する

○予約ステータスについて（工区統括管理）
受付中︓⾞両管理システムに送信された状態
受諾︓⾞両管理システムで許可された状態
拒否︓⾞両管理システムで拒否された状態

※予定の日時変更が必要
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⾞両台数確認〜〜週次処理〜〜

前週⽔曜⽇の予約締め後、各現場の予約⾞両台数を承認する

9

作業対象者︓工区統括

現場ごとに③チェックボックスをクリックして
チェック状態で④承認ボタンを押下することで承認作業が可能

②承認を⾏いたい週を確認、
デフォルトでは今週が表示

台数超過している調整対象の
日時ルートが一覧で表示

○承認ステータスについて（仮）
未承認 ︓工区統括に承認されていない状態
工区統括承認済み︓工区統括に承認されている状態
最終承認済み ︓全体統括が承認している状態
送信済み ︓建設局システムに送信された状態

２

①工事業者上限調整にカーソルを合わせて
工区統括用⽉間概算台数確認をクリック

１

３

４
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⾞両台数確認〜〜週次処理〜〜

前週⽔曜⽇予約締め後、各工区の予約⾞両台数を承認し、建設局へ送信する

10

作業対象者︓全体統括

①工事業者上限調整にカーソルを合わせて
全体統括用週間確定台数承認をクリック

１

現場ごとに③チェックボックスをクリックして
チェック状態で④承認ボタンを押下することで承認作業が可能
承認後、送信ボタンクリックで建設局システムへと送信される

②承認を⾏いたい週を確認、
デフォルトでは今週が表示

台数超過している調整対象の
日時ルートが一覧で表示

２

３

４
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⾞両予定調整〜〜週次処理〜〜

前週⽔曜⽇の締め後、⽊曜⽇に⾞両台数の調整を⾏う

作業対象者︓現場管理者/協⼒会社担当者

１
①工事業者上限調整にカーソルを合わせて
全体統括用週間確定台数承認をクリック

②調整を⾏いたい週を確認、デフォルトでは今週が表示
２

③
⾞両予約率が１００％を
越えている時間帯・ルートは
原則予約不可

現在の予約されている台数

背景⻩⾊かつ⾚字表示は
削減調整する必要がある
※図の場合は１台削減

３

該当する時間・ルートをクリックすることで
予約詳細画面へと遷移する（P.12へ）
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⾞両予定確認〜〜週次処理〜〜

⾞両予約の詳細を確認する

作業対象者︓現場管理者/協⼒会社担当者

１

①⾞両運⾏予定をクリックする

②確認を⾏いたい日付・時間帯・ルートを設定、
検索ボタンをクリックで確認を⾏いたい日時・ルートの詳細予約が表示される
※P.11からの遷移では既に設定された状態で本画面が表示される

２
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⾞両予定調整〜〜週次処理〜〜

前週⽔曜⽇の17:00（締め）以降に予約された⾞両予定の承認を⾏う

作業対象者︓工区統括

１
①工事業者上限調整にカーソルを合わせて締切後予約承認をクリックする

２

３

②承認/拒否を⾏いたい予定をチェック後、
③承認/拒否を⾏う

○ルート予約率ついて（仮）
原則として１００％を超過している予約に対しては拒否すること
ただし、複数台予約等⻑時間に渡る予約の場合は元請に通達を⾏い、
その時間を避けて⼊退場を⾏うことで予約の承認を⾏っても良い
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⾞両予定調整〜〜週次処理〜〜

前週⽔曜⽇締め以降の超過台数に対する超過台数の調整を⾏う

作業対象者︓工区統括

１
①工事業者上限調整にカーソルを合わせて工区統括用台数調整状況確認をクリックする

２

③⾚字が選択された日時・ルートに対して削減が必要な台数
⻩⾊背景が未削減もしくは削減台数が⾜りていない現場、⻘背景は必要削減台数を満たしている現場
⻩⾊背景の現場へ連絡をして⾞両台数の削減を⾏ってもらうよう通達を⾏う

３

②台数の調整状況を確認したい日付の選択を⾏う



⾞両番号⼊⼒〜〜当日まで〜〜

「⾞輛編集」を押下

当日運⾏開始までに⾞両番号の⼊⼒を協⼒会社担当者が⾏う

②´Excelテンプレートダウンロード

②本画面での直接⼊⼒が可能
主に１予約︓１台の登録や
毎日違う⾞両の予定登録を
⾏う場合に⼊⼒を⾏う

生コンクリートや土砂等の複数台
登録を繰り返し⾏うような場合は
上記Excelテンプレートをダウン
ロードして⾞両番号の記載保存を
⾏うことで一度記載したものはコ
ピー＆ペーストでの⼊⼒が可能と
なっている

15

○⾞両台数の表記について
登録台数/⼊場予定台数の表記

登録台数︓⼊場の可能性のある⾞両の総台数
例）生コン⾞はプラントにある全⾞両の⾞番を登録可能

⼊場予定台数︓該当予定に対して⼊場する⾞両の予定台数

※両台数が必ずしも一致するわけではない

作業対象者︓現場管理者/協⼒会社担当者

１

２

２´



状況確認〜〜当日〜〜

運⾏台数集計画面タブ押下、予定と実績、超過台数を確認する当⽇の状況確認を⾏う

16

○各フィルター項目について
選択したフィルターでの表示が可能
各フィルターは以下の通り
日付︓一日単位での日付指定が可能

デフォルトは当日が表示
事業一覧︓万博/IR/インフラから選択

選択後は各事業の
工事区分ごとに表示される

ルート︓各種ルートが選択可能

○ゲート名について
各事業ごとで
指定されたゲート別に
各種予定と実績が
仕分け表示される

○流⼊出区分について
流⼊︓各現場への⼊場
流出︓各現場からの退場
をそれぞれ意味する
流⼊、流出ごとに
それぞれ予定と実績を表示している

○時間帯・ルートについて
時間帯︓各時間を一時間ごとに分割

６時台であれば6:00-6:59
ルート︓北（一般）

北（高速）
中央
南
の各種４ルートで分割

○予定・実績について
各時間、各ルートごとに

週間登録台数(⽉間概算台数)
当日の実績台数

で表示
⾚字は予定を実績が超過している
時間帯、ルートを示している

○⾒⽅の例
PW北東の北(一般)から
流⼊した⾞両台数の実績数(2)が
予定台数(1)を超過しているため
是正対象となる可能性がある

作業対象者︓工区統括/現場管理者



状況確認〜〜当日〜〜
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当⽇の状況確認を⾏う 予実不一致⾞両表示画面タブ押下、エラー内容を確認する

○フィルター項目について
日付︓一日ごとの指定

デフォルトは当日
時間︓各時間帯の指定

複数時間の指定も可
事業者︓各事業者の指定
理由︓各ルートが選択可

○各項目について
予定と各種実績を表記
検知カメラ/検知時間︓

実績を取ったカメラと
取った実績時間を併記

備考︓エラーとなった対象の
エラー原因を詳細に
記載

例︓予定時間より３０分
遅かったために
時間違いと
なっている等

○エラー内容（理由）について
各種エラー内容は以下の通り

時間違い︓登録された時間帯から到着が早いor遅い場合
未登録︓登録されていない⾞両が検知された場合
ルート未検知︓ルートカメラで⾞両が取れなかった場合
ルート違い︓予定登録されたルートと違うルートから⼊場or退場を⾏った場合
未⼊場︓予定登録を⾏っていたが、⾞両がゲートカメラで検知されなかった場合

作業対象者︓工区統括/現場管理者

予実一覧画面を追加する



状況確認〜〜当日〜〜
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当⽇の状況確認を⾏う ダッシュボードで現在の状況を確認する

作業対象者︓工区統括/現場管理者

①ダッシュボードタブをクリック

１
２

４

３

②本日の予定と実績を表示 ③現在のゲートとルートの混雑状況を表示

④
表示されている日付の
以下情報が
表示されている

棒グラフ︓
各ルート・時間ごとの
予約台数

折れ線(実線)グラフ︓
各ルート・時間ごとの
上限台数

折れ線(破線)グラフ︓
各ルート・時間ごとの
予約可能空き枠台数

※
凡例をクリックで
表示/非表示の切り替
えが可能



例外処理〜〜当日予約〜〜

工区統括は該当時間の上限値を変更して現場空き枠を作って許可を⾏う

当日未登録の例外処理 ※違反扱い当⽇予約

①
予約内容を現場管理者が確認する。システム上は①拒否されるため、工区統括へ連絡。

19

Buildeeから
協⼒会社担当者が

予約を⾏う

※上限値画面イメージ（差替予定）

画面が整い次第、本スライドは整理する

作業対象者︓工区統括/現場管理者


